
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

12 月 1 日（土）に、神奈川工科大学厚木市

子ども科学館サイエンスホールにて高次脳機

能障害セミナー実務編を開催しました。 

支援者を対象とした講演であり、今年度は

｢awareness（気付き）って難しい｣をテーマ

とし、リハ医・理学療法士・作業療法士・臨床

心理士・職業指導員・コーディネーターから、

それぞれの立場・視点から見えてくる気付きと

そのアプローチに関する講演を行いました。 

 受傷や発症からの経過やタイミングによって気付きの段階やあらわれ方は多岐にわたります。

時には待つことも必要であり、ご本人だけではなく家族へのアプローチが重要となる場合もあ

ります。当然支援者が新たな気づきを発見するという場面も出てくることもあります。気づか

せる支援ではなくご本人が自分で気づくことが出来るような支援を行うこととともに、自尊心

を損なうことがないような心理的な支援も重要と改めて考えることが出来ました。（永井 喜子）                          

 

 

かながわリハビリテーション・ケアフォーラム 
 

 
 

神奈川県リハビリテーション支援センターでは、地域リハビリ
テーションを普及していくための一助として、「かながわリハビリ
テーション・ケアフォーラム」を開催しております。第１５回目と
なるテーマは「被災地から学ぶ、災害後の地域生活」です。   
近年、地震のみならず風水害などの多様な災害によって避難生活

を余儀なくされているニュースが多くなっております。災害後から
地域社会の一員として、どのように活動すればよいのか過去の災害
から学び、被災者であると同時に支援者となりうる地域社会を構成

するすべての皆様（地域住民、医療保健介護福祉、行政）と考える

機会になればと思います。 
日 時：平成３１年２月２日(土) １３：００～１６：３０ 
場 所：横浜情報文化センター ６階 情文ホール  

(みなとみらい線日本大通り駅徒歩０分) 
※ホームページ及び携帯サイト、FAX でお申し込みください。 

FAX の場合にはフォーラム案内の用紙、もしくは氏名、職種、勤
務先、連絡先住所、電話番号、FAX 番号を記載して送信してください。 (泉 忠彦)  
                

地域リハビリテーション支援センターだより 
(神奈川県リハビリテーション支援センター) 

平成３０年１２月発行 NO-６９ 

 

 

地域リハ支援センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 31 日（水）に第 20 回かながわ地域リハビリテーション支援連絡会が、川崎市北部リ

ハビリテーションセンターで開催されました。この連絡会は、県内のリハセンターが地域リハ

支援について考える会で、年 3 回開催されています。 

 今回は「地域支援者との連携～リハセンターの役割を再考する～」と題して、①県域、相模

原市、横浜市、川崎市からの現状報告、②グループディスカッションを行いました。①現状報

告では、各機関より地域支援者や当事者家族が抱える生活課題に対して、リハセンターとして

アウトリーチ（訪問）によって身体機能や環境評価、当事者や家族のニーズに基づいた生活環

境の調整や情報提供を行なっている状況の報告がありました。それとともに、地域との連携を

継続するために、訪問リハスタッフへの研修等を行い、リハセンター機能の周知や交流を図る

ことの重要性が確認できました。②ディスカッションでは、高次脳機能障害の方の地域資源活

用について事例に基づいた検討を行いました。地域通所先でご本人の障害状況に合わせた作業

の提供が難しかったケースで、地域移行の際の情報提供のあり方や、移行後の定期的なフォロー

アップの重要性について意見交換を行いました。 

 当センターにおいても、地域支援者育成のための研修事業を行っていますが、リハビリテー

ション専門相談での地域支援者への二次的支援と合わせて、地域支援者との連携構築を推進し

ていきたいと思います。                          （瀧澤 学）                                        

 

脊髄損傷者の特有の動きや ADL 動作について、事例の動画を見なが
ら学習し、実際に障害体験をしながら、身体や動作へのアプローチや車
椅子操作、車椅子競技の１つであるアルティメット競技を体験しました。
また、褥瘡予防の基本である座クッションの空気調整、ADL で使用する
自助具や福祉用具の使用方法と選定について、実際に見て触れて確認し
ました。一日を通して、アプローチの視点や考え方、見るべきポイント

など、明日からの現場で実践できそうな内容について学びました。 

講師  神奈川リハビリテーション病院  理学療法科 那須田 依子  作業療法科 牧野 祐馬  

体育科    谷村 勇輔  石井 宏明 

午後 3 時間の 3 回シリーズの研修で、第一回目は『介助者

自身の身体の使い方』『対象者への関わり方』をテーマに介助
を行うための基礎について、第二回目は『起き上がり動作を
通じた重心の誘導』『本人の能力や身体の特徴を活かした誘
導』をテーマにした移乗・移動介助について、第三回目は『上
衣』『下衣』の更衣介助についてそれぞれ体験実技を行いなが
ら学習しました。普段の業務において何気に行っている介助
も、少しポイントを押さえて行うことで楽になることをどの
回においても実感できた研修のようでした。 

からだにやさしい介助入門 －全 3回－（11月 7・21日，12月 5日開催） 

講師 神奈川リハビリテーション病院  理学療法科 川瀬 麻理  小曾根 龍一   作業療法科 村山 珠江  宮内 繭子  

地域リハビリテーション支援センター 小泉 千秋  一木 愛子 

脊髄損傷のリハビリテーション －実務編－（11月 17日開催） 

（一木 愛子） 




